








































15. Inhibition by long-term fermented miso of induc-
tion of pulmonary adenocarcinoma by diisopro“ 






















16. Antisense Beト2 and HER-2 oligonucleotide 
treatment of breast cancer cells enhances their 
sensitivity to anticancer drugs 
（乳癌細胞株における antisenseBc卜2,HER・2ollgo” 
nucleotide投与による抗癌剤感受性増強に関する検
討）
田違和照
創生医科学専攻先進医療開発科学講座 原医研（腫蕩外科）
癌に対する分子標的治療の進歩は著しく，アンチセ
ンス療法もその一つだが，乳癌をはじめ固形癌での有
効性は明らかでない。本研究では乳癌における予後や
抗癌剤感受性に関与するとされる Bcl-2とHER-2に
着目し両者を標的としたアンチセンス療法による抗癌
剤感受性の修飾とその機序につき検討した。乳癌細胞
株2株を用い，オリゴヌクレオチドの導入はリボソー
ム法にて行った。抗癌剤感受性は MTTassayにて
IC so値を求めた。アンチセンス Bcl-2,HER・2は各々
の蛋白発現を濃度依存的に抑制すると共に抗癌剤感受
性が増強された。特にアンチセンス HER・2による感
受性増強には Bcl-2,pAktの低下を介した抗アポトー
シスシグナルの抑制と Baxによるアポトーシス誘導
シグナルの増強が関与する事を示唆した。両者を標的
としたアンチセンス療法は乳癌における抗癌剤感受性
